令和元年度　学校評価　結果の分析・考察
はじめに
　働き方改革が喫緊の課題となっており、本校においても少なからず実践が試みられて久しい。勤務時間をはじめ、マスコミで叫ばれているブラック部活動など様々な課題を抱えながら目の前の子どもたちのために教育という営みに真正面からぶつかっているこの頃である。
本校においても教育の原点を見つめながら、理念と教育とそして経営という私学特有の三層構造のもと、全体の意識改革を進めることが不可欠であろう。そういった意味において従前から実施しているこの学校評価において教職員、保護者、生徒の三者の意見に真摯に耳を傾け、客観的なビッグなデータを分析することには大きな意味と意義がある。
回収の状況
　今年度から学校評価の実施に伴う回収時期を１２月中として（従前は１月に回収）集計と分析に時間をかけるようにした。その結果、回収においては、大きな混乱や戸惑いもなく次年度学校経営にいかす時間確保という点においては、この１２月実施で今後もやっていければと思う。ただし、保護者記述から一部寄せられた意見でアンケート項目において回答しづらいというご意見をいただいたので次年度以降調査項目の検討が必要と思われる。
回収率
回収率は、生徒90.7%（平成30年度は94.9%）、保護者73.8%（平成30年度は70.1）であった。生徒は4.2ポイント下降したものの、保護者は、3.7ポイント上昇した。保護者に至っては、過去５年間で最高値を示した。
結果の公表
結果は、次年度に向けての対策を検討する資料とするとともに、過去２年分のデータと比較できる資料(一覧表)として、本校のホームページに載せて３月上旬に公表する。加えて、学校評価に焦点化した職員研修の実施を２月に実施した。
　
三者(生徒・保護者・教職員)の評価結果
【三者に共通した傾向】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参照　《三者比較グラフ》
○　第２項(系列教育)に関しての肯定意識（③思う④強く思う）を選択しているが最も明確なものとなっている。
生徒、保護者にも、最も彦総らしいところであると受け止められているのであろう。
一方、第４項(自宅学習)への評価は前年までと同様に、①（思わない）②（あまり思わない）が多く選ばれ、最も評価が低い。生徒は74.4%、保護者は69.8%と、ともにほぼ７割ができていないとしている。教職員も63.2%が否定的な評価をしている。「勉強をする、しない」「勉強ができる、できない」が二極化して久しい。教科、科目の特色を生かして、担当する教員の授業の構成、予復習のしつけ等が適正になされることによって改善できるところもあるのであろう。
しかし、二極化の進む中、本校の率が低い傾向を止める策を講じるには相当苦労が伴い

そうである。

○全２１項目におけるＡ（肯定的評価）とＣ（否定的評価）項目数の比較は以下の通りである。
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前年度と比べてみると、肯定的評価について保護者・教職員双方に総数で９ポイント減少が見られる残念な結果となった。この結果については、真摯に反省と次年度への課題として受け止める必要があると思われる。教職員にとって居心地の良い空間、教育環境の充実を今後図っていく必要があり、加えて、保護者の期待に添うような教育活動を展開していかなくてはならないと強く感じる。
課題から方向性を探る
☆自宅学習状況の改善・・・各教科において宿題を提供することも一案であるが、本校の現況からして困難であることは否めない。ただし、彼らに確かな学力を身につけさせることは必須であることは間違いないところである。そのためには、より具体的な課題をできることから提出を必須条件として各教科において求めることがひとつである。定期テスト前の傾向と対策において仕組むことが次年度求められる。
☆生徒の環境美化意識の育成・・・これは生徒にかかわらず教職員においても同様と思われる。日課において清掃活動が組み込まれていないことから校内清掃を外部委託している甘えとも考えられる。せめて、教室内、職員室内においては、責任をもって美化意識の高揚と清掃活動の積極的な実践を求めたい。そういった意味においては、週末の一斉整頓清掃の呼びかけも具体的な実践と思われる。
☆交通マナーの向上・・・近隣の工事による影響もさることながら交通マナーの向上は、大きな課題でもある。命に関わることだけに愚直なまでに繰り返し指導の手を緩めることなく取り組んでいく必要がある。生徒からはイヤホンの許可を求める記述も見られるが、交通マナーとともにイヤホンの許可については従前通りの対応で良いと考える。
☆教員の資質向上・・・教員の資質向上を求める声は多く寄せられている。質の高い授業の提供をはじめ、教員としての立ち振る舞い（言動・服装）については、反省すべき点が多々あるのではないだろうか。当たり前が当たり前でないことに気づくとともに不断の授業改善と工夫が必須である。今後は、授業研修にかかわらず、資質向上研修等計画的に組み込み、子どもたちの前に立ちたいものである。
☆地域連携と情報発信・・・開かれた学校としてすばらしい学校施設を地域に公開・提供することも一案と思われる。たとえば、料理教室、スポーツ講座など。これは地域だけでなく、本校保護者にも提供すべき使命ととらえる。是非とも、具現化したいところである。ホームページ（ＨＰ）については、閲覧数を見ても今一歩であることから、情報発信の有効な手段として再考する必要がある。
あとがき
「面倒見の良さ」を標榜しているが、現実との開きを感じて、一言述べられているものがある。もちろん、学校が取り組み、得心してもらえるように努めているところを理解していただいている保護者は少なくない。しかし、学校側の改善が追いついていないところを、様々な分野にわたって指摘されている。身だしなみから整えることは、即実践したいところでもある。相当厳しい記述欄から垣間見られる内容がある。しかし、この記述の持つ意味は大変大きいと思われる。まさにここには甘えの構造があり、校訓である「社会に貢献しうる人材の育成」からして使命感を持って教育という営みに立ち向かえているかはなはだ疑問でもある。私たち教職員は、自らの言動に誇りを持って日々子ども達に対峙しなくてはならない。さらに、本校には、理念と教育、そして経営ということを視野に入れる難しさもある。
社会の大きな変化に加えて生徒や保護者のバックグラウンドも変容し、時代に沿った教育をバージョンアップしなくてはならないからこそ、難しさが有り、大きく考え方を変えながら遅延することなく前に進まなければならない。今回の学校評価というビッグなデータを客観的にとらえ、今後の彦根総合の質的向上につなげたい。加えて、「働き方改革」というよりすべての教職員が、この学校で心から働きたいという「働きたい改革」を敢行し、子どもたちや保護者が学校評価にある評価項目２１の「入学して良かった」が１００％肯定評価となることを心から願うところである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文責　菅井
